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1) 高溜が極めて容易に且つ短時間に得られる事

2) 温度調節が容易である事

3) 燃焼慶ガスの加熱物への混入泣き事

4) 熱妓寧が極めて良く 70%に及ぶ事

である．（電気櫨に就ては武井武著，電気櫨，向井幹夫著，電気燈，八木柴著，電気纏，参照）

以上躍に就て述ぺたが室温から 800°C漣迄の燈としては＝クロム線抵抗燈が最も一般に用

ひられてゐる．営教室では叉ナイタ戸パスをも使用してゐる．

第八章 X 線

§ 27 X線に関する怠考書

X 線に依る物質内部の構造共他の研究は現今に於ては既に自然科製並K/!f!!.用の各方面に亙

り最早扶く可からざるものとなって，その進展は更に止まる底を知らない有様である．研笥各

部門に庚〈行はれる専門的資験方法，技術の褒建の如きも叉今日顧みて貨に驚くの外友いもの

がある．随ってこれ等に闘して各専門大家に依って著された極めて完備した優秀懇切在る文献

書物は今日寅に枚皐に暇がない．か Lる庚汎に亙る，叉諸事者の貴重注経験を積むこと極めて深

き専門の最近寅験技術に就ては寧ろ適宜それらの確賓在る著書に就て庚く各々欲する庭に従ひ

之を熟論・するととが先づ必須の事と考へられ，これに依て問題は概ね氷解するもの L如く息は

れる．故にと I..K共極〈手近かな参考書を任意採り出して列車するとと Lし参考に供するに止

める．
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源

出来上った水銀燈を見ると寅に馬鹿らしい程簡軍た物で，とれが二百闘も三百闘もするなん




